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琵琶湖を中心に、自然

豊かな山々に囲まれた本

県では、「森－川－里－湖」

が一体となり、多様で豊

かな生態系や歴史・文化

が育まれてきました。そ

して、国民的資産である

琵琶湖は近畿圏約 1,450

万人の生活と産業を支えるとともに、治水機能や観

光資源など様々な役割を担っています。

滋賀県では、今年度より「変わる滋賀　続く幸せ」

を基本理念とする新たな基本構想をスタートさせま

した。昨年度から進めている「健康しが」の取組を

さらに一段高め、人も社会も自然も健康で持続可能

な共生社会を目指してまいります。その中でも「自

然の健康」は、琵琶湖やその水源の山々などを健全

な状態で次世代へと引き継いでいくことが何より重

要だと考えています。

しかしながら、琵琶湖をはじめとする滋賀の環境

は、かつての淡水赤潮の大発生などの湖沼の富栄養

化が主要な問題であった状況から変化し、アユやシ

ジミなど在来魚介類の減少、オオバナミズキンバイ

など外来生物の増加、水草の大量繁茂、さらには森

林の荒廃や野生鳥獣による農林水産業への被害、廃

棄物の不法投棄など様々な課題に直面しています。

さらに昨年の冬には、北湖の一部で全層循環が観測

史上初めて確認できないなど、これまで経験したこ

とのない現象が現れてきており、気候変動など地球

規模での環境の変化に対して、一層の対策が求めら

れています。また、プラスチックごみ対策、食品ロ

ス対策についても関心が高まっており、ごみを出さ

ないライフスタイルへの転換が求められているとこ

ろです。

こうした中で、本県の環境行政の基本計画である

環境総合計画を改定し、今年度から「第五次滋賀県

環境総合計画」としてスタートさせました。この計

画では、目指す将来の姿を「琵琶湖をとりまく環境

の恵みといのちを育む持続可能で活力あふれる循環

共生型社会」として、これまでの「いかに環境負荷

を抑制するか」という視点だけでなく、人間が「い

かに適切に環境に関わるか」という、より広い視点

を取り入れています。また、計画の目標については

「環境と経済・社会活動をつなぐ健全な循環の構築」

としており、これを実現するために、「共生」「『守る』

『活かす』『支える』」「協働」の三つの視点で、経済・

社会など様々な情勢の変化を踏まえた環境保全の取

組などをより一層進めていきたいと考えています。

美しい滋賀を次世代へと引き継いでいくために

は、県民、事業者、NPO など、様々な主体のみな

さんと課題を共有し、一緒に行動すること、パート

ナーシップが何より大切です。

皆さんにとって、本書が環境保全や琵琶湖への関

心と理解を深める一助となり、今後の取組や活動の

参考になることを願っています。

令和 2 年（2020 年）3 月

  滋賀県知事

外来水生植物オオバナミズキンバイの除去作業

は　じ　め　に
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滋賀県の環境政策の方向性
～第五次滋賀県環境総合計画の策定～

本県が有する琵琶湖をはじめとした豊かな環境を保全・再生し、次の世代に引き継いでいくためには、相互
に関連し合う様々な環境課題に対して、総合的かつ計画的に環境保全施策を展開していく必要があります。

そのため本県では、平成 31 年 3 月に、第五次滋賀県環境総合計画（計画期間：平成 31 年度～令和 12 年度の
12 年間）を定め、目指すべき将来像や基本目標などを示し、第１章以降に掲載する各分野の計画や具体的な施
策を展開しています。

新たに策定した「第五次滋賀県環境総合計画」では、目指すべき将来像を「琵琶湖をとりまく環境のめぐ
みといのちを育む持続可能で活力あふれる循環共生型社会」としています。

環境に影響を与える要因は、複雑化 ･ 多様化してきており、その一因として、経済・社会の中で自然の恵
みが十分に活用されなくなってきたことにより、あらゆる物質の健全な循環が滞ってきていることが考えら
れます。

このため、これまでの「いかに環境負荷を抑制するか」という視点だけでなく、人間が「いかに適切に環
境に関わるか」という、より広い視点を取り入れ、計画の目標を

　　　　　　「環境と経済・社会活動をつなぐ健全な循環の構築」　としています。

この「健全な循環」とは、里山や琵琶湖の周辺などにおいて成り立ってきた森林資源や在来魚介類などの
地域資源を、地産地消などの取組により、人、財、製品、サービスとして地域内で循環するとともに、異
なる地域が、地域資源を介して他の地域と相互に支えあう関係をつくることと考えています。

目指すべき将来像

琵琶湖をとりまく環境のめぐみと いのちを育む
持続可能で活力あふれる循環共生型社会

環境と経済・社会活動をつなぐ健全な循環
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琵琶湖をとりまく環境のめぐみと いのちを育む
持続可能で活力あふれる循環共生型社会
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取組の方向性

持続可能な開発目標（SDGs）とは

目指すべき将来像を実現するため、環境・経済・社会を統合的に捉える「持続可能な開発目標（SDG ｓ）」
の考え方を踏まえ、「生態系・自然界における循環」のもとで生み出される自然の恵みを「経済・社会活動」
において適切に活用する必要があります。

本計画では①共生、②「守る」「活かす」「支える」、③協働の三つの視点を通して、4 つの施策の柱のもと、
10 の分野ごとに「施策の方向性」を定め、分野別の施策・取組を着実に進めていきます。

また、異なる分野の施策間の関係性を認識し、分野をまたいだより一層の連携により、施策・取組の相
乗効果を高めていくことが必要と考えています。

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは、前身であるミレニアム開発目標
（MDGs：Millennium Development Goals）の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持
続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。17 の
目標と 169 のターゲットから構成さ
れ、「経済」「社会」「環境」のバランス
を取りながら持続可能な世界を実現す
るための目標です。

SDGs は発展途上国のみならず、先
進国自身が取り組むユニバーサル（普
遍的）なものであり、日本としても積
極的に取り組むこととしています。滋
賀では、近江商人の「三方よし」の思
想があり、この考え方は SDGs の精神
と合致しています。

本書では、施策の方向性の各章に関
連する SDGs を示しています。
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第四次滋賀県環境総合計画の点検・評価
第四次滋賀県環境総合計画（計画期間：平成 26 年度～平成 30 年度）では、以下に示す将来像を掲げ、3 つ

の基本目標のもと環境施策に取り組んできました。第 5 次滋賀県環境総合計画の策定にあたり、これらの実施
状況について点検・評価を行いました。
※「施策の方向性」の点検結果は、第１章～第７章の各章の冒頭に、「現況」、「課題および今後の取組」として記載しています。

　 基本目標の点検・評価（平成 30 年度末時点）
■基本目標Ⅰ　環境の未来を拓く「人」・「地域」の創造

■基本目標Ⅱ　琵琶湖環境の再生と継承

■基本目標Ⅲ　低炭素化など環境への負荷が少ない安全で快適な社会の実現

将来像 めぐみ豊かな環境といのちへの共感を育む社会の実現
～子や孫の世代まで幸せや豊かさを実感できる安全・安心な環境の創造～

＜現況＞
持続可能な社会を築くためには、環境学習によって県民が高い環境保全意識を養い、主体的に行動を起こしてい

くことが必要であるとの認識のもと、環境学習に取り組める場や機会の提供などの環境学習関連事業、滋賀の豊か
な地域資源を活用した環境学習や環境教育、それらの活動支援が行われています。

また、高いマイバッグ持参率に見られるように、県民や事業者による環境配慮行動は定着してきており、エネル
ギー使用量やごみの排出量の減少にもつながっていると考えられます。

また、「びわ湖環境ビジネスメッセ」における多くの出展・来場者の賑わいに見られる環境産業の振興や、環境
こだわり農業の取組拡大により、経済活動における環境負荷の低減も進んでいます。
＜課題＞

県内各地で様々な主体により展開されている多様な環境学習活動を更に進展させ、より多くの人々の学びへとつ
なげるためには、環境学習を進めるリーダーの育成や学習プログラムの整備、環境学習の場づくりや機会づくり等
に引き続き取り組む必要があります。

あわせて、県民や事業者に環境に配慮したライフスタイルやビジネススタイルが定着するよう、さらに多くの人
に様々な環境配慮行動への取組を促していくとともに、社会経済活動における環境負荷が低減されるよう、環境産
業や関連技術の振興をより一層図っていくことが必要です。

＜現況＞
琵琶湖や流入河川の水質は改善傾向が見られる一方で、在来魚介類の漁獲量の減少や水草の大量繁茂、外来生

物の侵入・定着といった状況にあります。琵琶湖周辺の自然環境においては、開発だけでなく、逆に人の手が入
らなくなったことによる生物の生息・生育環境の劣化や消失が見られるほか、ニホンジカやカワウ等の生息数の増
加・生息域の拡大による森林の植生被害や生態系バランスの崩れ等が生じています。
＜課題＞

琵琶湖流域における生態系の課題や生物多様性の衰退、森林の健全性の阻害といった問題は、様々な要因が複雑
に絡み合っている課題特性を踏まえ、総合的な視点からの取組をより一層進めていくことが必要です。

また、暮らしと自然との関わりが薄れることにより、これまで人とのかかわりの中で育まれてきた里山や内湖等
の二次的自然が失われつつあることから、森林づくりをはじめ、暮らしや産業活動における自然とのつながりの再
生に引き続き取り組む必要があります。

＜現況＞
本県の温室効果ガスの総排出量は、平成2年度と比較して減少していますが、家庭部門および業務部門の排出量は

増加しています。一方、総排出量の約半分を占める産業部門、運輸部門の排出量は減少しています。
環境リスクについては、環境汚染物質の排出源対策等により排出量が抑制されたことなどから、概ね私たちの生

活に支障がない状態で管理されていると考えられます。
廃棄物については、家庭や企業における取組により排出量は概ね減少しています。一方で、産業廃棄物の排出量

は横ばいとなっています。また、事業者・団体・行政の連携により食品ロスの削減に向けた取組が本格的に始まる
など、新たな動きも見られます。
＜課題＞

低炭素社会の実現のため、家庭部門や業務部門を中心とした、より一層の温室効果ガスの排出抑制を行うととも
に、気候変動によって今後起こりうる自然環境や社会経済活動へのリスクに対応するため、「適応策」の取組を充
実させる必要があります。

環境リスクについては、現在の状態を維持するだけでなく、近年多発する災害に伴う事故に対する備え等、安
心・安全な生活環境の確保に向けた取組を一層進めることが必要です。

廃棄物については、温室効果ガスの削減も含めた環境負荷の低減に向けて、発生抑制や再使用に重点を置きつ
つ、再生利用を含めた3Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進するとともに、環境負荷や生活環境への影
響等を最小化するため廃棄物の適正処理を引き続き徹底する必要があります。
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